
1　事業の概要

①　成果目標（H28)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

□県民協働による事業改善

要求からの主な変更点

 概算事業費（B（A）+C） 2,443 2,002 2,048 0

826 826 0

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区　　分（単位：千円）

概　算
人件費

0.10 0.10

指摘事項等への対応

□監査

□決算特別委員会

1,222

2,151

Aの
財源

2,151 1,176

当初予算 2,151 1,176 1,222 目標 成果 達成状況

H27末
（見込）

H28
予
算
額

前年度繰越

合計（A) 1,176 1,222 0

補正予算

0 0 0 0

成果目標・
事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H28実施内容

振興計画の周知 直接                                － 268 ー

（要求）

nosei@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
1-3　夢に挑戦する農業　他

目指す姿

現状
（予算編成

時）

　農業・農村においては、農業が抱える農業者の高齢化、国際化の進展、農家所得の低下などへの課題と、農村が抱えるコミュニティ
機能の低下、忘れ去られつつある農村文化、自然・環境の劣化などへの課題が顕在化し、取り巻く環境は急速に変化している。
　また、ＴＰＰ協定交渉の大筋合意を踏まえ、本県農業の将来にわたる持続的な発展に向けた、農業経営への影響対策などが求めら
れている。

県が関与
する理由

　農業者が夢に向かって農業に取り組み、多くの人々が本県の農村で暮らし続けたいと感じる農業農村の実現に向け、県が実施する
食と農業及び農村の振興に関する施策の実施状況等について、「長野県食と農業農村振興審議会」から意見を聴取し、議会へ報告
するとともに、その概要を公表する。また、「第２期長野県食と農業農村振興計画」（計画期間：H25～29）策定後に生じた社会・経済状
況の変化などを踏まえ、新たな課題に対応した次期計画の策定に向けた検討を行う。
＊農業農村総生産額：2,908億円(H22)→3,050億円(H29)

県でなければ実施不可（法令等義務）
【左記の説明、根拠法令等】

長野県食と農業農村振興の県民条例

1 夢ある農業を実践する経営体の育成　他 実施期間 H18 ～

県民との協働による実施： 実施は困難

573 554

（当初）

335 668

事業番号 09 01 01 事業改善シート （28年度実施事業分）　　■当初要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　□点検

事　業　名 食と農業農村振興審議会経費 担
当
課

部局 農政部

課・局・室 農業政策課

総合５か
年計画

プロジェクト  E-mail

（指摘事項等） （対応）

28予算案

H29
目標

26年度 27年度 28要求

0.10

826

1,617

人口定着・
確かな暮
らし実現総
合戦略

信州創生の基本方針

施策展開

成果目標の達成状況

10地区の現状を翌年度の施策展開に反映する地区部会の延べ開催数：10回
・平成27年度に県が講じた食と農業及び農村の振興に関する施策の実施状況について議会に報告するとともに、その概要を公表

1,176 1,222 0

（予算案）

審議会の開催 直接 長野県食と農業農村振興審議会の開催（2回）

合計

H27 H28

地区部会の開催 直接 10地域に設置している地区部会の開催（1回）

10地区の現
状を翌年度
の施策展開
に反映する
地区部会の
延べ開催数

20回 10回 10回

項目 H26末

mailto:nosei@pref.nagano.lg.jp

